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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、自立し、自己決定出来ないクライエントを対象とする、ソーシャルワーク実践の

主体性について、実証的に研究したものである。既存の論理に批判的に検討を加え、「自立でき

ない」個人の尊厳を見出そうとする新しいソーシャルワークの実践のあり方を「実践の科学化」

という機能的な方法論を持って明らかにしようとしたものである。 
 回復期リハビリテーション病棟におけるソーシャルワーク実践を対象とした質的調査研究の

結果、患者やクライエントの「自己決定」に依拠できない状況の下において、ソーシャルワー

カーが自身の援助の判断の根拠としているのは、自己決定できず、物言えぬ「クライエント」

と、彼らを取り巻く家族に代表される「他者」との間にある、「関係性構築」の原理であること

が析出された。ソーシャルワーカーは、クライエントが決定できず、判断を表現できない、そ

の意味において近代市民社会における「主体」の位置を喪失したものであったとしても、彼ら

の存在を「承認し、肯定する」ような、「他者」との関係を媒介してゆく。その上で、彼らの存

在の「意味」を軸心にした、クライエントと他者とが「向き合い受け入れる」ような関係性の

構築に向けて、自らが関係性の「媒介者」として機能するような、「関係性構築の原理」に基づ

いた援助を実践してゆくのである。 
 このような実践は、既存の社会構造において「主体」としての位置を剥奪されたものにも「尊

厳」を保障しようとする、「新たな社会関係を開拓する社会的実践」として、ソーシャルワーク

が招請される新しい可能性を示しているものと考えられる。しかし、こうした「主体の位置を

剥奪されたもの」になぜ「尊厳」を担保しうるのか、その論理的根拠＝価値基盤を論究する知

的営為が、今後の研究課題として示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study aims to find the new possibility of social work practice, which confront to the 
clients who cannot make a “self-determination.” This study plans qualitative research 
analysis for social work practice in Rehabilitation Hospital, to find the “way of decision 
making” of the clients. After the research in the hospital, we can find the new “principle” of 
the practice which can override the limits of the rhetoric in the discussion of client’s 
self-determination. The new principle focuses on the “relationship” between the clients and 
others, like family members, to make positive and acceptable relationship for the clients 
who cannot make a self-determination is one of the important tasks of rehabilitation social 
worker, and ii will take the practice to the new era of the social work. 
  But after this kind of discussion, the problem that “why we social worker could secure 
the dignity for the person who cannot make self-determination, who are lack of self 
direction as the obligation for individuals in modern society, still remain. So next discussion 
will be needed to find the logic of the fundamental value of the social work practice which 
hope to secure the dignity for “all (including the person who cannot make 
self-determination)” persons.  
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１．研究開始当初の背景 
 社会的弱者を支援するソーシャルワーク
の実践は、自立し自己決定できる個人へと陶
冶することで個人の尊厳を担保する、という
論理を採用してきた。しかし現代社会では、
認知症や知的・精神障がいなど、自立し、自
己決定出来る個人となることを援助するだ
けでは、対応できない事態が生じてきている。 
「自立し、自己決定できる個人」の主体性を
援助する、という従来のソーシャルワークの
言説だけでは、対応できない事態が生じてき
ている中で、ソーシャルワーク理論には「個
人の尊厳の尊重」を具象化する、新たな価値
と原理の論理体系を構築する知的営為が求
められていると考える。 
 
２．研究の目的 
 以上のような基本的な理解を踏まえ、本研
究は、自己決定できない（と思われる）人々、
あるいはさまざまな行為者間で決定が衝突
するが故 にクライエントの自己決定を尊重
するだけでは解決できないと思われる事例、
を支援するソーシャルワーカー の実践の中
から、従来の「クライエントの自己決定の尊
重による個人の尊厳の担保」という言説を超
える、 ソーシャルワークの原理と価値の理
論構築を目的としている。 
別稿（衣笠、2009）で述べたように、筆者

は 「自己決定」という概念をあるべき原理
としてあらかじめ措定しておいて、その上で
「自己決定できる個人」 の実現に向けた方
法・技術的な理論構築を行うという今日的な
ソーシャルワークの関心や議論の方向性だ
けで は、もはや対応できない現実があると
考えている。その上で、こうした現実の矛盾
を解決し、ソーシャルワーク が目的とする
「すべての人々の尊厳の尊重 respect for 
the dignity all persons」や「社会正義･公
正 social justice」の実現ために、どのよ
うな価値と原理の理論構造が必要かを論究

する知的営為が必要である と構想する。 
 本研究はこのような関心のもと、「実践の
科学化」を意図して報告者が行った回復期リ
ハビリテーション病棟（以下回復期病棟）に
おけるソーシャルワーク実践の質的調査に
ついての分析をもとに、ソーシャルワークの  
「主体性」を担保する価値理論の基盤を構築
することを研究の目的としている。とくに実
証研究から析出された 3つのカテゴリー・グ
ループが内包している意味と、生成された中
核カテゴリーの意味について詳述するとと
もに、「自己決定」を止揚しつつ新たな原理
と価値を見出すためには、この調査結果から
何を考察する必要があるのか、その論究の課
題を明示することを目的とする 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的と照らし合わせ、調査研究方
法として質的研究を採用するとともに、さま
ざまな質的研究 アプローチの中から、
Flick,U.（1995=2002）の提唱する「構造主
義的アプローチ」を選択した。このアプロー
チの 方法論に則って、調査対象機関として
回復期病棟を選択し、調査対象者として 1 名
の適切なソーシャルワーカーを 選定して、
「クライエントの自己決定に依拠できない
事例」または「多様な行為者間で決定が衝突
し、葛藤を引き 起こした事例」についての
エピソード・インタビューを行い、最初のオ
ープン・コーディングを行った。 
その後、 理論的コード化の手続きが要求す

る「継続的比較法」によって、同じ病棟のソ
ーシャルワーカー3 名にインタビュー を行
い、コーディングと継続比較分析を展開した。
最終的には 4病棟・15人のソーシャルワーカ
ーに対して、18 例の インタビューによるデ
ータ収集と分析を継続して行い、その結果理
論的飽和化が達成されたと判断して調査を
終了した。 
 



４．研究成果 
 調査研究方法論の検討に基づいて行った
調査の結果、「自己決定」が機能しない状況
の下で実践を行っている ソーシャルワーカ
ーが依拠しているのは、クライエントと彼や
彼女をとりまく人々との「関係性構築の原
理」であること が析出された（図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 事例・コードマトリックス（佐藤、2008を
参照）には、オープン・コーディングによっ
て見出された 18事例 のコードセットと、そ
こから軸足コーディングによって練り上げ
られた 12 個のカテゴリーが配置された。そ
して、これらの カテゴリーの相互関係をダ
イアグラムによって図式化し、選択的コーデ
ィングを行い中核カテゴリーを生成した。    

 生成されたカテゴリーは、大別して 3 つの
グループを形成している。まず「支援の前提
条件」のカテゴリー・グループは、 回復期
病棟に入院してソーシャルワーク援助を必
要とするクライエントに共通する条件であ
る。これらの条件に基づいて、 ソーシャル
ワーカーは 2つ目のカテゴリー・グループを
形成する「支援の方向性の模索」をさまざま
な行為者との相互作用の 中から行い、退院
後の生活のあり方に向けたアジェンダを提
案してゆく中で、判断・決定できない「本人」
と、彼や彼女に 代わって生活の方向性を設
定してゆく「家族」との間にある関係性に注
目する。 
 そして 3つ目のカテゴリー・グループに見
られ るように、多様な行為者間の中で、ク
ライエントの「自己決定」と衝突する「決定」
に翻弄されながら、なおもその行為者間の 
相互作用のあり方に注目し、最終的に家族が
クライエントと向き合い、その存在を肯定的
に受容してゆく（それは単に在宅復帰 だけ
を意味するものではない）ような「関係性の
構築」をめざした支援を展開してゆく。すな
わち、ソーシャルワーカーは、患者やクライ
エントが「自立し、自己決定できない」、そ
の意味において近代市民社会における尊厳
や権利の「主体」としての位置を獲得できな
い存在であったとしても、その存在を承認し、
肯定するような「社会関係の構築」にむけた
実践を展開してゆくのである。 
 
【今後の研究課題】 
このような「関係性構築の原理」は、原則

として「個人」に価値をおく近代市民社会の
構造において、新たな主体を鼎立 する可能
性を秘めた社会的実践としてのソーシャル
ワークの「主体性」を担保する新たな論理構
造を内包していると考える。しかし、「自立
し、自己決定する」ことを主体の義務とする
近代性の構造に於いて、なぜ「決定できない
存在」の尊厳や権利を守ることができるのか、
その論理的な基盤はまだ解明されていない。 
 従って、今後の研究課題として、こうした
「関係性構築の原理」に基づいたソーシャル
ワークの実践が、いかなる社会的な価値基盤
に依拠しているのか、その原理と価値の論理
構造を論究してゆくことが求められる。個人
の持つ能力や自立という概念に依拠せず、
「関係性の構築」という原理と実践が、なぜ
近代市民社会に於いて招請されるのか。この
「関係の価値」に基づいた主体論を基盤とし
た価値理論の構築が、今後の本研究の論究課
題となると考える。 
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「関係性支援」に基づいた意志決定モデル・事例コードマトリックス

　 カテゴ

リー

事例No.

障害が残
る疾患の
発症

介護を必
要とする
ADL

コミュニ
ケーショ
ンの齟齬

経済状況
の悪化

家族に依
拠した生
活様式

クライエ
ントの希
望を見出
す

家族の希
望を把握
する

チームに
よる支援
の方向性

退院後の
具体的な
生活の提
案

本人と家
族との合
意形成を
はかる

本人と家
族の狭間
での葛藤

「向き合
い、受け
入れる」
関係性の
構築

事例1
重度の火傷
による再手
術の必要性

介護が必要
なADLの状
態

家族に対し
て攻撃的な
本人のパー
ソナリティ

農業を中心
とした家業
による生計
維持

夫婦二人暮
らし、長男
が近隣に在
住

できるなら
在宅復帰し
たい、という
本人の希望

夫と関係が
悪く方向性
を見出せな
い妻、在宅
復帰に反対
する長男

外泊を打診
するチーム
の方針

様々な手段
や手続を提
案するソー
シャルワー
カー

本人と家族
が向き合
い、一つの
決定を共有
できるよう
な援助

本人の思い
と家族の希
望との間で
葛藤する
ソーシャル
ワーカー

互いが認め
合うことが
できるよう
な関係作り
に向けた支
援への気づ

事例2 脳出血発症

リハビリに
よりADLの
回復を目指
す

姉夫婦に依
存しがちな
本人のパー
ソナリティ

調理師補助
の仕事を疾
患により退
職

経済的に不
安定であ
り、姉夫婦
から支援を
受けている

早期に退院
して、新し
い職場で心
機一転して
働きたい

姉夫婦の支
援の限界と
甘えがちな
本人への厳
しい態度

できるだけ
早期に退院
させるとい
うチームの
方針

経済的な安
定に焦点を
置いたソー
シャルの支
援

姉への連絡
を促進する
援助を行う
ソーシャル

姉夫婦との
関係を上手
く調整でき
なかった不
全感

関わりのあ
り方から本
人を見てゆ
く視点

事例3

交通事故に
よる脳挫傷
を中心とし
た疾病状況

リハビリに
より回復を
目指すADL

高次脳機能
障害の残存
による知的
能力の低下

勤めていた
会社は休職
扱い

本人を支持
的に支える
父を中心と
した家族

退院して在
宅復帰を強
く希望する
本人

リハビリ中
心に転院・
施設入所を
望む家族

高次脳機能
障害を前提
としたチー
ムの方向

試験的な外
泊による在
宅復帰の方
向性の検討

障害と共に
今後の生活
を再考する
ソーシャル

本人と家族
の関係性の
あり方に葛
藤するSW

本人を肯定
する関係の
構築の視点

事例4 脳梗塞発症
脳梗塞後遺
症による要
介護状態

家族に対し
て自己主張
を遠そうと
する本人の
パーソナリ
ティ

父の仕事を
手伝ってい
たが、疾患
により働け
ない

妻と長女の
三人暮ら
し、両親か
らの支援

出来るだけ
早く退院し
て仕事をし
たい、という
本に人の希
望

帰宅されて
も介護でき
ず、経済的
な不安から
施設入所を
主張する家
族

早期の退院
援助を開始
するという
チームの方
向性

経済的不安
の解消に向
けて生活保
護や障害年
金の手続を
取るSW

本人と家族
の方向性の
違いを埋め
るようとする
SWの働き
かけ

本当に本人
にとって望
ましい援助
だったのか
を葛藤する
SW

家族から置
き去りにし
ないＳＷの
支援のあり
方

事例5
介護が必要
な疾患の発
症

要介護3程
度のADLの
状態

高次脳によ
るコミュニ
ケーション
能力の不足

農業やアル
バイトで生
計を立てる
経済的不安

三男家族を
中心とする
6人暮らし

在宅復帰を
訴える本人

施設は金が
かかるため
在宅復帰を
主張する家
族

本人のADL
の改善によ
るチームの
退院の方向
性

試験外泊に
よる家族の
在宅介護の
確認

在宅復帰に
向けたSW
の家族への
働きかけ

家族が本人
を本当に受
入れてるの
かというSW
の葛藤

本人と家族
が向き合う
必要

事例6

脳出血、工
事脳機能障
害などの疾
病の状況

常時介護を
必要とする
ADL

自分の意思
を表明でき
ないコミュ
ニケーショ
ンの状況

今後の生活
への経済的
不安

介護が困難
な息子との
二人暮らし

外泊の経験
と穏やかな
本人の様子

家族の介護
困難からく
る施設入所
の希望

これ以上身
体状況の改
善は難しい
というチー
ムの判断

施設入所を
中心とした
ソーシャル
の手続き

本人と息子
との関わり
を大切にし
たいという
ソーシャル
の思い

本人に方向
性を伝えよ
うとしない
息子への葛
藤

本人と息子
との間にあ
る強いつな
がりを感じ
る

事例7

脳出血によ
る高次脳機
能障害や認
知症

症状からく
る要介護状
態

認知症状に
加えて家族
にきつく当
たる本人の
人格

本人家族の
経済的困窮
の問題

四人暮らし
だが、安定
しない家族
関係

本人の強い
在宅復帰へ
の希望

本人との関
係の悪化か
ら、施設入
所を強く希
望する家族

在宅生活も
可能ではな
いかという
チームの方
向性

退院後の在
宅復帰に向
けたソー
シャルの家
族への働き
かけ

在宅復帰の
可否をはか
るための家
庭訪問と外
泊の実施

本人を肯定
し、受け入
れる関係を
構築できな
かった事へ
の不全感

本人を肯定
し、受け入
れる関係と
は？

事例8

リハビリを
必要とする
脳血管性疾
患

リハビリの
結果、ADL
は一定回復

知的能力の
低下による
判断力の困
難

年金収入と
農業で生計
を立ててい
る

独居で長男
に信頼を置
く本人

回復の結
果、早期の
退院を希望
する本人

本人の生活
をコントロー
ルしようと
する次女

早期に在宅
復帰は可能
というチー
ムの方針

本人とチー
ムを踏まえ
たソーシャ
ルの関わり

在宅復帰に
向けたケア
マネとの連
携・共同

次女に振り
回され、葛
藤するソー
シャル

本人、長
男、次女の
関係に対す
る視点

事例9
脳血管性疾
患の発症

介護が必要
な本人のＡ
ＤＬの状態

本人の認知
症状による
自己決定能
力の欠如

旅館経営
（経済・建物
状況）

夫との二人
暮らし

転院したく
ない本人の
思い

転院を希望
する夫の思
い

入院期間内
に転院先を
決める医療
チームの方
針

家族の意向
を確認する
SW

家族それぞ
れに本人の
思いを代弁
してゆくソー
シャル

妻と向き合
おうとしない
夫に対する
ＳＷの葛藤

「夫婦が納
得のゆくプ
ロセス」へ
の支援

事例10
多発性脳梗
塞の発症

本人が管理
できない日
常生活

認知面・知
的判断能力
の低下

高齢の姉妹
二人の経済
的問題

姉を気遣い
遠慮がちな
本人

本人の生活
改善への意
欲

自宅生活を
ともにする
ことの限界
を感じる姉

本人の施設
入所を進め
るチームの
方針

施設入所を
姉妹に打診
するSW

本人の施設
入所の了承
傾向

きょうだいと
の関わりに
対するSW
の不全感

互いを認め
合う関係の
構築へ向け
て

事例11
脳血管性疾
患の発症

在宅復帰に
向けたADL
の回復

本人の判断
能力と認知
面の低下

夫婦で経営
していた商
店が傾く

夫の介護に
よる二人暮
らし

帰院を拒む
本人

速く本人を
連れて帰り
たい夫

ADLの回復
により早期
の退院を促
すチームの
方針

本人の傾向
に沿った
サービスを
検討するＳ
Ｗ

在宅時の状
況のシミュ
レーション
を試みる
ソーシャル

夫は妻と向
き合ってい
るのかとい
うＳＷの不
全感

互いを認め
合う関係の
構築への志
向

事例12
脳血管性疾
患の発症

介護を必要
とするADL
の状態

本人の認
知・決定能
力の困難

長男夫婦へ
の経済的依
存

長男夫婦と
暮らす家庭
環境

自宅生活を
望む本人の
思い

関係の悪化
から本人の
施設入所を
希望する嫁

ADL面から
施設入所を
進めるチー
ム

施設入所を
本人と家族
に打診する

本人の施設
入所の了承
傾向

本人に肯定
的でない家
族へのSW
の不全感

本人を大切
にする関わ
りのあり方
とは何かを
問う

事例13

脳血管性疾
患による高
次脳機能障
害

ADLの未改
善

後遺症によ
る本人の判
断能力の低
下

本人の年金
をあてにす
る弟

独居だが弟
と長女から
の支援

在宅復帰に
向けた本人
の希望

弟から切り
離すため施
設入所を望
む長女の意
向

施設入所に
向けたチー
ムの意向

医療スタッ
フからの
ADL改善の
期待

長女の方向
性に沿った
SWの支援

家族の関係
を調整でき
なかったSW
の不全感

関わりのあ
り方から本
人の存在を
捉える視点

事例14
脳血管性疾
患

介護を必要
とするADL
の状態

本人の決定
能力の困難

長男への経
済的依存

母子二人の
家庭環境

本人の在宅
復帰への志
向

母の認知症
を受け止め
切れず在宅
復帰を主張
する長男

在宅復帰は
困難ではな
いかという
チームの方
針

入所できる
施設の提示
を行う

思いを形に
するSWの
具体的な提
案

どこまで向
き合えたか
と言うSWの
反省

母子の関係
を大切にし
たいという
SWの思い

事例15

脳血管性疾
患による高
次脳機能障
害

常時介護を
必要とする
ADLの状態

自分の意志
を表出しに
くい本人

長男家族へ
の経済的依
存

長男と同居
している家
族環境

在宅復帰へ
の望みが垣
間見える本
人

過大な介護
負担から施
設入所に向
けた家族の
希望

施設入所を
進めるチー
ムとしての
判断

試験外泊を
提案し在宅
介護の可否
を探る

本人の在宅
生活の可否
をもう一度
探るＳＷ

家族（嫁）へ
の不全感

本人を肯定
できる関係
をどのよう
に構築でき
るか

事例16
脳梗塞によ
る高次脳機
能障害

ADL･身体
状況の問題

コミュニ
ケーション
と自己決定
能力の問題

生活保護受
給でまか
なっている

弟夫婦との
生活

家に帰って
農業がした
い

弟を中心と
した施設入
所への意向

施設入所を
進める医療
チームの方
向性

引き受け先
の施設側と
の連携

本人と家族
の折り合い
をつけたい
というSWの
志向性

家族の言う
ことだけを
聞いたので
はないかと
いうSWの葛

「関わりの
繋ぎ手」とし
てのSWの
役割の自覚

事例17
脳梗塞の発
症

ADLの状況

本人のコ
ミュニケー
ション能力
の問題

長男家族へ
の経済的依
存

長男と同居
している家
族環境

在宅復帰へ
の希望

回復への失
望から転院
を希望する
家族

入院期間内
に転院先を
探すチーム
の方針

転院先を探
すソーシャ
ルワーカー
の働きかけ

ソーシャル
ワーカーの
自問自答

転院につい
てのワー
カーの葛藤

夫の気づき
から、関係
を再構築す
る必要性

事例18

脳血管性疾
患による高
次脳機能障
害

　自立に向
けてのADL
訓練

自己決定能
力の不在

生活保護給
付により母
子の生活を
営む

母子二人暮
らしの家庭
環境

かえって息
子の世話を
したい、とい
う本人の希
望

経済的理由
から母の在
宅復帰を主
張する息子

母子を切り
離すべきと
いう判断

施設入所に
向けた方向
付け

生活保護の
制度の上の
問題から、
母親の支援
をするＳＷ

母子の関係
を大切に出
来たかとい
うSWの葛
藤

SWが持つ
べき「関係｣
の視点の必
要性
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